
関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名  :原子炉格納施設

系 統 名 原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部

要領書番号  :原規規収第 16,0071号 2-20

年 夕月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏 えいに係 る使用前検査

3検 査 申講

4検 査期 日

5検 査場所

6検査範囲

使用前検査申請番号

関得F雷を仕覇郡森う
月7「

|

自 平成29年 9月 20日

垂み み年 7月 ′″日

関西篭力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町霞ノ浦

株式会社が ンカン機工大阪工場

兵庫県尾崎市西長滲1町

三菱重工業株式会社神戸造船所

兵庫県神戸市兵庫区琴目田崎町

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉格諄内施設

原子炉格納容器              ィ

原子炉格納容器配芦貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貢通都 6個

7検 査結果 検査結果一覧表のとお り



別紙 1

3検査申請    使用前検査申請番号

関原発第 4尋 4号 (平成30年

関原発第 46号 (平成30年

関原発第202号(平成30年

関サ票発第259号 (平成30年

関原発第415号 (平成30年 1

関原発第504号(平成31年

関原発第512号(平成31年

関原発第582号 (平成31年

関原発第  3号 (平成31年

関原発第 68号 (令和 元年

関療発第 115号(2019年
関原発第204号(2019年

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4自 )

8月 20陰 )

2月  5日 )

2月  1自 )

2月  6日〉

3月 18日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

ん



8添 付資料 使用前校査記録

1検 査前確認事項

2材 料検査記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認す る検査記録

6耐 圧検査、漏えい検査記録

7検 査月:計器一覧表

ご



9検査実施者

⌒

特記事項

な し

な レ

奪 tノ

検査立会責任者 印

ボ
｀
イラとヽ デーとⅢン   主任技術者

ホイラー写夕ぅと
いン   主任技術者

♂イタァ‐9'ギア 主任技,躇

原子力施設検査官 印

ハ́ 移ヽ

'
考

戯 撰つ壊 入 災

焦紳嘔 々

胸免次宮)ゑ 入ぇ

コヽヤ

葛倫

芳宿

雰pス

検査年月日

平成27年

,Fぇ0日

平成27年

、月2/日

/歳浄 脅 年

ケ月/7日



9検査実施者

街

特記事項

生 し

検査立会責任者 印

常 多″‐ 夕,ぜγ 主任技管者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

ユ′イ々夢空■

検査年月日

枷 年

″月/″目

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貢通部及び電気配線貫通都 電気配線貫通都

ふ

備考検査立会責任者 印

平成27年
?月 2D日

約 一アー強 任技術者

平成 29年
9月 2'日

紹井 チとし主任技術者

濃浄 力 年

す 月 ′夕 日

″ り
…

Ⅲ 主任技術者

原子力施設検査官 印

耐圧検査、

漏えい検査

年

/

年

/

/§洋キ
::戸手ユ,身′日
移

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

年

月 日

年

月 日

月   日

外観検査

平

為 智 γο日

従

平
島T多日
『
角
く

年

月 日_

寸法検査

平成爾 猛。日、

佐

月

年

/

/

年

月 日

材料検査

平成27年
9月 20日

た

T竜韓
年

2ノ ロ

た

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

印

検査 日

結果

印

検査 日

結果

印



検査結果一覧表

系統名 :原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部

常

備考検査立会責任者 印

た杵 ヵ年
夕月/ダ 日

Fイン,・

'ギ

産 任技術者

年

月 日_

年

月 日

主任技術者

原子力施設検査官 印

耐圧検査、

漏えい検査

療4ガ乙年
夕月′″日

え

年

月 日

年

月 日

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

幣 ケ″日

虔

年

月 日

イ 年

月 日

外観検査

務 年

7月 /′日

之

ー 月 日

年

寸法検査

―
年

'月

/″ 日

之

年

月

年

月

イ

材料検査

泡 師 仏 年

ダ月ノタ日

鋒

月 日

年

月 日

検査項目

検査日

結果

印

検査日

結果

印

検査日

結果

・ 印

イ



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使犀前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使痛前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

本検査に係 る使用前

検査 申請書 (変 更 申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

胸 午

ケ月r7日 移
使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。裟り鮨ね年

″月 /7日 く́
年 /

検査 をす る工事の正

程 、鶏 甲及び場′
~万

が

申請書 どお りである

ことを確認す る。

記録確認

β狩噺屯年
1炉月19需 レ
瘍潟徹危準

″角/″ 日 ,く

年 /

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。  |

記録確認

獅
年

ケ月「η歯 核
倉海各
T月 ′″日 え

年 /

8



添付資料-1-ぞ

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

平成え7年
7月 2o日

た
平成2,年

7月 2ノ 日 徒
だん絡
′月/″日 た

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

平事2,午

7月 20日 先
平成27年

7月 2/日 従
聯
ナ″月/″ 日 え

7



B
添付資料-1-2

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 稲E認方法 検査年月 自 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平成27年

7月 2ο コ た

凌ツ鮨み年

″月
′
/″ 日 た
年 /

イ

必要な図面等が準備

されていること。
躍面等確認

平成2,年

7月 20日 筵
騨
″1/′日 掟

年 /

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限肉

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

平成2,年

亨月 20日
矩

`粉

″月/T口 淀
年 /

/θ



4
添付資料 -1-夢

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平成ぇ,午
7月 20日 筵

平成27年

7月 ″ノ日 た
鋏 誇

′月 ノ″日 虎

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

平蘇27年

7月 20日

勿
歩く

・T為督みテ日徒
舟 熟 粋

″月′Fロ 之

/r



添付資料 -lr5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を積窪認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

捗 み年

″月′″日 え
1年

月  ゲレ

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

拗 森

″月/7日 夕く
年

月  歩ン

月   日

/ん



添付資料 -1-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申講者 の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

神 午

ケ月/7自 移
年

月  〉レ

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

櫛 年
t,

ケ月| 日 移
年

月  〉ン

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

C守噺U年

ケ 月 17日 亨γ
年

月   歩レ

月   日

系統構成が完了 して

いること。

〇
記録確認

/立沖つ許
テ角孵 R

ヽ

レ
年

月  〉ィ

月   日

/3



添付資料一 と二 6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月風 結 果 備考

尊T請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

必 み年

7月 /7日 及
年

月   歩レ

月   11

必要な囲面等が準備

されていること。
醸面等確認

ぬ紡仏年

'月

′″日 え
i年

月   炉レ

月   日

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

柳 年

?月 /7日 欠
年

月   夢レ

月   日

系統構成が完了して

いること。

立会/

延 鎌 腫 lttt)

灌彬徹み年
?月 /T日 え

年

月   身

月   日

/4・



添付資料 -2-・1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社神戸造船所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通都

電気酉己線貫通都 6個

判定基準 :工事詩顧このとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象
i

(貫 通部番号 )

構 成 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

550

553

555

557

559

56と

ス リーブ (新設部 )

平成2?年

,月 2,日 徒 記録確認

備 考 ・            ―

・記録確認は、申請者の晶質記録 (※ )に よる。

、※ :邁合性確認検査成績書の識別番号 :T」 ‐
|… 。子。

|

/ま



添付資料-2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :株式会社ベ ンカン機工大阪工場

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器酉己管貫通部及び電気西己線貫通部

電気配線貫通部 6個

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象

(貫通部番号)

構 成 材 料 検査年月露
検査

結果
検査方法

550

553

誘

静

調
L

離

本 体

移擦 筵 記録確認

端 板

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T/… /… οよう/

/と



添付資料-2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡

電気配線貫通部  6個

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫 通部番号)

構 成 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

器

総

555

557

559

561

I本体

勢練 掟 記録確認

端板

備 考

・記録確 l認4は、中請者の品質記録 (※ )による。

※ :適 合性確認検査成績書の識別番号 : TT,′ 一θ80″

/7



＼
単

検査方法

記録確認

検査

結果

た
赫 孫
7月 /Tロ

検査年月国
測定値許容値

厚さ (mml

主要

寸法
測定値詐容値

長さ (llull)

主要

寸法
測定値許容値

外径 lmml

主要

寸法

構 成

スリーブ

(新設部}

備 考

※ 11公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :  ア /… rメ′ど,/

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器肥管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 6個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(真通郡

番号)

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

鶉
森
埒
軍
―
∞
―
単



＼

ヽ

高操発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :株式会社ベンカン機工大阪工場

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通都 電気配線貫通部 6個

判定基準 :各部の主要寸族の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※1:公称値  ※2:許容値は五事計画による。 ※3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 !TIコ !― 。浄。

'

検査

結果

先

検査年月日

秤篠

厚 さ (HHl)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ (Hlil)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (HHl)

測定値許容値
主要

寸法

構成

検査対象

(貫通部

番号)

550

郭
車
が
筆
―
∞
Ｉ
Ｎ



漁
Ｇ

検査方法

記録確認

検査

結果

挺跡 森
?月/7風

検査年月日
測定値許容値

厚さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

長さ (llull)

主要

寸法
測定値許容値

外径 (mm)

基要

寸湊

構成

スリーブ

(新設郡)

検査対象

(買通部

番号)

553

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値はI事計画による。

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 8:適合性確認検査成績書の識別番号 : T/=/P′ ′♂/

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器麓管貫通部及び電気配線貫通都 電気配線貫通部 6個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

鶉
爺
雄
章
ｌ
ω
ｌ
ω



馬
ヽ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :株式会社ベンカン機工大阪工場

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気酉己線貫通都 6個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することを

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。 ※
(3i詩

容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tイ ´
|わ ο浄つメ

検査

結果

粂

検査年月日

移券

厚 さ (■ lHl)

測定値許容値
主要

寸法

長 さ(L41

測定値許容値
主要

寸法

外径 (ll11)

測定値許容値
主要

寸法

構成

検査対象

(貫通都

番号)

553

郭
爺
埒
華
―
∞
―
ト



漁
沖

検査方法

記録確認

検査

結果

,く

1検査年月日

赫 森
?月 /7日

測定値許容値

厚 さ (llull)

主要

寸法
測定値許容値

長さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

外径 (mml

主要

寸法

構 成

スリーブ

(新設部)

検査対象

(賞通部

番持)

555

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 : Trfr,θ Pプ F

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 6個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

募
盆
，述
華
―
∞
―
胡



卜
偽

記録確認

検査方法

鬼

検査

結果
検査年月国

鋏 篠
夕月/7日

測定値許容値

厚 さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

長さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

外後 (mml

主要

寸法

構成

備 考

※ 1:公称値  ※2i許容値は工事計画による。 ※ 3二 許容値は ,末 r力基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 : 7け r'′ す
θ,θ r

665

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通郡及び電気西己線買通都 電気配線貫通部 6個

判定基準 :各言るの主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(買通部

番号)

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

郭
奪
添
叢
―
∞
１
０



黒

検査方法

記録確認

検査

結果

，魔赫 み年
?月 /″日

検査年月日
測定値許容値

厚さ lttml

主要

寸法
測定値許容値

長さ (Ilull)

主要

寸法
測定値許容値

外径 (llllll)

主要

寸湊

スリーブ

(新設部)

構成

備 考

※ l:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3,適合性確認検査成績書の識別番号 : T/,メ デθβθ/

検査対象

(貫通郡

番号)

557

寸法検査記録

高浜発電断第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡 電気配線賞通部 6個

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

募
森
漆
草
ｌ
ω
■
預



ゝ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 ,関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡 電気配線貫通部 6個

判定基鋒 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:諸容値は工事計画による。 ※3:許容値はメす力基準による。

こ記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)によるも

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 : T'F工 r… θ彦′ /

検査

結果

夕く

検査年月日

赫 鞣
7月 /T日

厚さ (mml

測定値許容値
主要

寸淡

長さ (llull)

測定値許容値
主要

湊寸

外径 (mml

測定値許容値
主要
十 湊

構成

検査対象

(貫通部

番号)

557

募
森
漆
華
―
∝
―
∝



沖
ゝ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検六量範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡 電気配線貫通部 6個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することを

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画によると

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 : Trir″ 沙β′′

検

結

査

果

k

検査年月日

駆 年

″戸r7日

厚さ lttШ l

測定値許容値
主要

寸法

長さ (団nl

測定値許容値
主要

寸法

外径 (llull)

測定値詐容値
主要

寸法

構成

スリーブ

(新設著働

検査対象

(貫通部

番号)

559

鶉
森
凝
華
―
∞
１
０



Ｎ
Ｎ

高浜
フ
売電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社嵩浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線質通部 6個

判定基準 :各課の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ li公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 : T/_/学 沙ガθ/

検査

結果

夕く

検査年月日

ハ廂森
″月/7国

厚 さ (IIШ l)

測定値許容値
主要
寸 渋

長さ (mml

測定値許容値
主要

寸湊

外径 仙m)

測定値許容値
主要
#シ士

構成

検査対象

(貢通郡

番号)

559

郭
奪
雄
蒙
―
∞
―
解
ｏ



卜
的

検査方法

記録確認

検査

結果

注
赫 梅
T月 /T日

検査年月国
測定値許容値

~厚
さ lmml

主要

寸法
測定値詐容値

長さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

外径 (llllll)

主要

寸法

構 成

スリープ

(新設都)

備 考

※ 11公称値  ※2:許容値は工事計画によると

・記録確認 ,ま、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3i適合性確認検査成績書の識房j番号 : 丁Vデ ′'′βθr

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 6個

判定基準 と
｀
各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(貫通部

番号)

561

鶉
と
，凝
華
―
∝
―
ド
〕



為
式

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 !原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線賞通部 6個

判定基準 :各郡の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考    ~

※ li公称値  ※2:請容値は工事計画による。 ※3i許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※41適合性確認検査成績書の識別番号 :  T"′ ― r一 θβθ /

検査

結果

滋

検査年月日

嫉 森
T月 /7甲

厚さ lmml

測定値詐容値
主要

寸法

長さ lmm)

測定値許容値
主要

寸法

外径 (mとこl

測定値許容値
主要

寸法

構 成

検査対象

(貫通部

番号)

0 6 1

郭
森
肺
蒙
―
∝
―
〕
博



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社神戸造船所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管員通都及び電気配線貫通都

電気配線貫通都 6個

判定基蜂 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象

(貫通部番号 )

構成 検査年月 自
検査

結果
検査方法

550

ス ヅーブ (新設部 )
平成 27年

f2,日,

企
③

記録確認

553 筵
働

記録確認

555 た
③

記録確認

557 危 ③
記録確認

559 食 働
記録確認

561 塊
しヽ、_

⑫
記録確認

備  考

p



添付資料-4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :株式会社ベ ンカン機工大阪工場

検査範囲 :原子炉オ底・納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貢通都

電気配線貫通部  61固

判定基準 :有害な欠陥 (表 面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象

(貫通都番号)

構 成 検査年月 日
検

結

査

果
検査方法

550

平
,君甍『日

―

処
醐

記録確認

553 先
醐

記録確認

555 亀綴
557 鵬
559 /

/ 目視/

記録確認

561
目視/

記録確認

550

平成27年・

,月
29日

姓
⑭

記録確認

558 た
餓

記録確認

555
君巳綴

557 鵜
559 /

/ 目視/

記録確認

56と
目視/

記録確認

備 考

●

デイ



添付資料 -4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

校査場所 :

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管質通部及び電気配線賞通部

電気配線賞通郡 6個

判定基準 :有寄な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれ〈ダ)あ る傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象

(貫通部番 号)

構 成 検査年月 日
検査

結果
検査方法

550

赫 森
7月 /T日

553
目視/

記録確認

555 薇
目視/

⑮
557 女 脇
559 津 臨
561 資
550

独以
"仏

年
″邪/7日

553
目視/

記録確認

655 え
目視/

m
557 魔

昌視/

勒

559 艇
目視/

鉤

661 夕く
備 考

t記録確認は、中請者σ)置,質 記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番 寺 :  7V″ r― 沙Fθ /

ゴえ



添付資料-5

高浜発電″
~万

至第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範理ll原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通部

電気配線質通都  6個

判定基‐準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫通部番号 )

検査年月日
検査

結果
検査方法

550

赫 轟
7用 /″ 任I

捷 ‰

553 く́ 畠

555 盈
/

557 え 鵡
569 夕く

目視/

⑩

5 6 1 掟
目視/

備 考          ,
・据付後の外観石雀註を、も含めて実施。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 : Tttr r r r沙
謬θ /

露



無

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通都 電気配線貫通部 6個

判定基準 :こ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないことむ

・著 しい漏えいがないこと。

検査方法

塁餡
縄

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録睦認

Ψ
記録確認

備  考 2/
2っ/7.r/.ノ7

※ 1:重大事故等時における使用時の値

検査結果

/

移

検査年月日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

Л身
年

月 日

鞠

水圧、気圧

区分

気圧

漏えい検査時圧力

(碑a)

′、31ケ

保持時間

(min)

√

/3

耐圧検査時圧力

(MPa)

フ a/6-

耐圧検査規定圧カ

(MPa)

0。 305

最高使用圧力

(MPa)

0.261

04305挙
1

検査対象

(貫通部番号)

550

553

555

557

559

561

郭
慕
浴
華
―
⇔



皓
４

録確

記録確認

目視/

目視/

目

検査方法

え

′く

魔

λ

検査結果

鼠

月′ 爾

年

月 / 日

年

検査年月日

日

年

月

園

年

月

日月

水圧、気圧

区分

沙亀、デ/2

′、ど応

漏えい検査時圧カ

(ヽlPお

♂、3/ユ

ご/2ν

/

/ノ

//

保持時間

(min)

′

′

′

′

r

3/2 ~

汐、ど/2

耐圧検査時圧力

(服か

,J/4

耐圧検査規定圧力

(ぼお
最高使用圧力

(MPお

555

557

559

561

※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 : T′ PrT′彦θ′

鬼 款率 洵

備 考 回 2ο/夕¬/'1膠

No:固乏Or7、 /r,2T
釣 ,子19〆 がιtPcr2 1
rととAk うFイとOTOR,

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管賞通部及び電気西避線貫通部 電気配線貫通部 6個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫通部番号)

550

553

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

義
く
」
誡婢
予
十
１

０



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表

添付資料 -7

検査年月日 i令和 元年 5月 17日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備 考

耐圧・漏え

い検査
圧力計

2019.3.12

2019。 6.30

耐圧・漏え

い検査
圧力計

2019.3.12

201弘 6.30

ゴど/農



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書 ‐

要領 書 番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績馨管理番号 :2-2と

若荘鮨Z年 が月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申講   検奪申講‐東表のとおり

3検査期日    由′併漁ρZ tt β月2θ日

華ノ待ねa2 年、伊F=∂日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施警  検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果f覧表のとおり

7添付愛料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-2と

′



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発籍 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 .1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26自 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2029年 4月  7日 )

成績書管理番号 :2-21

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果二覧表

成績書管理番号 :2r21

検査年月日

(υ

特記事項

丁3t

検査立会責任者 印

芥 義 幡 矛rャ
主
γ
様術者

載,ノ
,ダ イン■r覇瑠覇

原子力】1踪査官印

著 ベ

検査結果

ヽ

食
活涵仲7年

『
月′∂日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-21

検査年月日 :若※静 2年  扉 月 2ρ 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準l,薄されてい

ること。

記録確認 Q―

検査 をす る工事 のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あ る こ

と。

記録確認 @i一

五事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と.

記録確認 ① ―

χ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3二 1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-21

検査年月日:紳 2年 伊 月 2つ 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確懇事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確岳B 0・ T

必要な図面等が準f薦されていること。 図画等確認 Θ・下

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定鞄囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
9
鰻

Θ・二

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添イヽ1資料3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-21

検査年月日 :令

～

2年 ,ρ 月 2∂ 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

燃料取扱設備        、

新燃料又は使用済燃料を取扱う機器

使用済燃料ピットクレーン 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。動力源喪失検査

・遇荷重検査

系統運転性能検査

。容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

Ｒヽ

鰻

①

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 通合性確認検査成績書の識男ll番号 :Tl-3-0101
。日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照―

ど



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-2と

検査年月日 :今紳 Z年 房 月を ′ 日

検 査 場 所 :F妾電西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

使用済燃料ピットクレーン

(別添 1参照) ,

動力源喪失検査
ヽ

良

目視
※過荷重検査

ヽ

段

容量確認校査 及

備考

※ :別添 2参照

ク



洵

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係る竜)の (こ あっては、次の事項

1 燃準1取扱設備に係る次の事項

(1)新燃料又 !ま 使用済燃料を取扱 う機器の峯称、種類、容量、主要寸法、材料、個数及び取付笛所

(注 1)記載の道正抱を行う

`既
工事計画書には 「燃料ピントクレーン」と記載

(注 2)記載の適正化を行ゔ 既工事計画書には 「ヨ弓型」と記載

澄
鶉

滓
―
牌

同 左

ホイス トレール高さ

mm

類

量

称名

種

容

変 更 前

mm

使用済燃料 ピッ トクレーン (江 1ユ

橋型ホイス トクレーン i卜芝
'

種

要
」ヽ

法

進 行 す ド ル 長 さ

差 行 レ ー ル 間 踵 離

高       さ

本 イ ネ ト レ ー ル 幅

血

鰤

耐船



(注 3)

(遊 4)

(滋5)

(繊6)

(注イ)

(注3)

霊峻ゅ適正化を行う。既工事計画書には 子0.9tJと 記喩    、                   '

公称値         |    :  ・                              、

疑五事針調書に誼歳がないため譲織の適正化を行う。記歳内容は、昭和47年 10月 25日 付け4'公第778″号にて認可された工事計

画の添付園面第9園 「燃料ビットクレーン全体国Jによる。

既工事計画書に配載がなしⅢため認織の適正化を行う。記哉内容は、設計園書によるこ         ~
記域の適正化を行 i。 既手事計函審に:ユ ″儘T盟 郎6(弱4二相当)」 を記載

既工事計画書に記載がないため記域の道軍化を行う。

ヽo

遭
郭

ド
ー
や



核燃料物質の取扱施設及び貯厳施設

加圧水型発電漏原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

i 燃料取扱設備 に係 る次の事項

(1)新燃料又‡ま使用済燃料 を取 り扱 う機器の名称、種類、容量、主要寸族、材料、個数及び取付箇所

ヽ
彎

変更な して注【)

橋裂ホイス トクレーン類

称名

種

変 更 後変 更 前

使用済燃料 ビッ トクレーン

澄
鶉

癬
―
∞



(注 1)平成28年 6月 10園 付け原規焼発第1606104号にて認可された既工事計画書には 「回左」と記哉

(注2)公称値

　ヽ・＼

波
郭

牌
―
ト



別添 2

アを/E



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要 領 書 番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-22

ハん2年 /え 月

原子力規制委員会



使用前検査成績審

1発電所名    関西電力株式会社蔵浜発電所斃 1号機

2検査申請   (検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 ″》傷え準/2月 2/日

至湾んえ年″月

'/日

4検査場所  `使 用講検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

F

成績書管理番号 i′ 2-22



検査嘩1請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月  7日 )

関原発第 434号 (平成 30年  3月 20Fヨ )

関原発第 46号 (平成 30年  4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第 259号 (平成 30年  8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第 582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成el年  4月  4甲 )

関原発第
Ⅲ68号 (2019年  5月 16躙 )

関原尭第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23瓢 )

関原発第478号 (2020年  1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年  3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年  4月  7鐵 )

蘭原発第 236号 (2020年  8月 2 1 El)

成績善管理番号 :2-22

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更申講により確認し表中に追記する。

え



検査結果下覧表

成績書管理番号 :2-22

∝

特記事項

なレ

検査立会責任者 畢

☆洩η狩.ン でヤ主年技術者

原子力検査官 卑

よr

／
／
／

看 来丹

検査結果

淀

検査年月日

溢角 々 年

′Z月 2/日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-22

検査年月日,施馬 ス年 ノえ 月 2/日

検査場所 :関西電力株式会社蔦浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検 査 をす る工事 の 工

程、舛l露 及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適 切 で ある こ

とc     '

記録確l認、

1-



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

1成績書管理番号 12-22

検査年月日:吐無 2年 /2月 2/日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図画等が準備きれていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。 ‰

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

戒績書管理番号 :2-22

検査年月日 :か赤72年 ノ′ 月 2r日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷封l系統施設 計測制御系統施設
一次冷却本なの循環設備 ほう酸注入機能を有する設備

主要弁 別添 1か照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

動作検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

夕く
①

③

備考

・記録確認は(工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の,税男ll番号 :Tl-3-0729

・ロネ見で確認した範囲 :!添付資料 3-3参照

渉



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-22

検査年月日 :今ズ▼2年 /え 角 Z/嵐 |

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

lPCV-444A

lPCV-445
動作検査

た

目視以下余白

備考

7



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電嬬原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)に あっては次の事項
4 -次冷却材の循環設備に係る次の事項
(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所

い

変 更 後

lPCV-444A、  445(注
2)

同左

同左

18.5(注 5)

類 止 め弁
(ため種

最 高 使 用 圧 力 17.16(注 4)MPa

設    置    床

途水防護 上の区画番 号

冷 水 防 護 たの 顔己慮 が

必  要  な  高  さ

取
付
箇
所

統系 名

，(ラ イ ン 名

墾
頚

ユ

（
ユ
＼

ω
）



別添 1(2/3)

″



月1添 1(3/3)

計
譜農懇奪警警議写声炉笹蓋
4 ほう酸滋入機能を有

の
次
に

、も

備ヽ

る
は
設

係
て
る

に

つ
す

(発電用原子炉の運転を管理するための制御装置
の事項
係る次の事項

(4)主要弁の名称、種類t最高使用圧力、最高使嬬温度、主要帯法、材料、駆動方法、個

教及び取付箇所

以下の設備は、既存の原子炉冷却系統施を設のうち∵次冷去伊材の循環設備であり、ほ

う酸注入機能を有する設備として本工事計画で兼用とする
`

・ 常設

lPCV工 444A、  445

′θ/農



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-23

神 2年 ノ2月 |

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関頭電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申璃   検査申請一覧表のとおり

3検査期目    自を湖帥 2 年 ″ど月 2/日

至ノ〉奉い2年ノィ月2X日

4検套場所   :使用前機査記録のとおり

5検査実施者   検査結果‐覧表のとおり

6検査結果   験査結果す覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績馨管理番号 :2-23

♂



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

闘原発舞46号 (平成 30年 4月 2o日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204号 (2019年 3月 23日 )

関原発第478号 (′2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

闘原発第236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :歩 28

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確盈却、し表中に追記する。

L



検査結果工覧表

成績書管理番号 :2-23

働

特記事項

τa t

検査立会責任著 暮

義 浅 主任技術者

″ 多∵‐夕″″ぜウと策
"夢

房

原子力籍農検査富 卑

影 八 竪

検査結果

負

検査年月日

今 浄
'2年

/2月 2X日



添付資料 1

F)尋 西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 12-23

1検 査年月日 :今程 2年 ノ″ 月 2年 日

イ                検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確繹結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることc

記録確認 Θ

検査 をす る工事 の正

程、期 日及び場所が l神

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Q・ ―

工事計画のユ懇可番 号の

記載 が適 切で ある こ

と。

記録確認 Q・ 一

″



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)     .
成績書管理番号 :2工23

襟査年月日 :.塔

"砕

2舒′/2月 2文 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q:■

必要な図面等が準イ庸されていること。 図面等確認 Q
検査用計器が校正されており有効ダ翻限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有 してい

ること。

記録・確認 良・○

系統構成が完了していること。 縞 Θ・=

さ



添付資料 3T2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-28

検査準月日 :ガル仲 2年 /2月 2k日
検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循棄設備

主配管

別添1及び別添2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

◆通水検査

設千薦及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることを

ヽ

筏
⑩

⑩

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0002
・ 鳳視で確認した範囲 i添付資料 3-3参照

あ



添付資料 3i3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

ィ    (三 号検査)        |
(立会検査)。      i

成績書管理番号 :2‐ 23

検査年月日:赫 2年 /2月 2/日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 1参照
系統機能検査

・通水検査

ヽ

良 霞卒見
導'

備考

笑ぢり今2参島

ク



原子炉冷却系統施設                               ′

力]圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項
4 -次 の循環設備に係る次の事項

噛

財  料

同左 破43.■ 4)

同左 (注 43,44〉

同左 (逹 431■ 4)

変更なし

更 な

最高使用

温  度

(℃ ) (llla)(EE」巳)

厚   さ外  径

変更なし

変更なし

く注?)

18.5

変更なし

く,li7)

18.5

最高使用

圧  力

(MPa)

‐
弁

(lMOV… 8000A、  B)

入 ロ

レジューサ

(6X3)

(注6)

加圧器

弁

(lV-8010A、  B、  C)

加圧器

(注 6)

変 更 後

称名

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

(注 ■ )

SUS32TP

(ユと1:)

SUS32TP

材  料

SUS32TP

SUS32TP

(澁3,H)

18.3

/
18.3

/
18.3

(mm)

厚   さ

く

'13.23)

18.3

(とと3,23)

18.3

(と3,日 )

18.3

/
11.1

(nln)

タト  径

く辛1:3)

168,3

(注 3)

168.3

(と 3,口 )

168.3

/
88,9

(43,こと)

168.3

/
168,3

/
168.3

最高使用

温  度

(℃ )

860

360

最高使用

匡  力

(lCPa)

6

(,L2)

l

(注 2)

17.16

弁

(lV-8010Aて  B、  C)

加圧器

(注 22)

弁

(lMOV-8000A、  B)

入 口

レジューサ

(6× 3)

加圧器

(注24)

変 更 前

称名

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

翌
郭

μ

（中＼
ｅ



彎

変 更 後

材  料

変更なし

同左 (注 43,45)

外  径 厚   さ

(lluli) (Irゝm)

最高使用

旺  力

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

更 な

更なし

13.5

名 称

(注 6〕

弁

(lMOV-8000A、  B)

人 口

レジューサ

(6× 3)

弁

(lPCV-444A、

lPCV-445)

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

変 更 前

|オ  料

SUS27TP

厚   さ

(l】皿 )

(,ヽ 3)

11,1

外  径

(llull)

(,13)

88,9

最高使用

温  度

(℃ )

360

最高使用

匠  カ

(MPa)

(ユ 112)

17.16

名 称

(注 261

弁

(lMOV-8000A、  B)

入 口

レジューサ
イ
(6X3)

弁

(IPCV-444A、

lPCV-445)

一
及
冷
却
材
の
循
環
設
備

謎
募

岸

（囀
＼
ｅ



ゝ
⑤

|オ  料

(皿)(とLと)

厚   さ外  径

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匪  カ

(MPa)

変更な し

(注 7)

18_5

変支なし

(注 7)

360

変更なし

(注 a)

弁

(lV=8945A、  B、  C)

6B

安全注入系

ライン用管台

変 更 後

称名

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

,オ  料

ユげS316TP

SUS316TP

(llMII)

厚   さ

(注3,2i)

18.3

(滋 a,2う )

18.3

(1と阻)

外   径

(浅 3)

168.3

168Ⅲ 3

く注3)

最高使用

温  度

(℃ )

343

343

最高使用

旺  力

(沖 a)

17.16

17.16

弁

(lV…8940A、  B、  C)

68

安全 :注入系

ライ ン用管台

く
'ii41)

(注 421

弁

(lV-8945A、  B、  C)

68

安全注入系

ライン用管台

変 更 前

称名

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

諷
募

Ｐ

含
＼
ｅ



男|∫ 添と (4/6)

チ ア



月
'I添

4(5/6)

ア逮



別添 1(6/6)

ブじ



ヽ
幕

高 浜 発 電 所 第 1号 機

撃
一
蕪
イ
ヽ

う待3-2-4区 |工事計画認 可 申話

原子炉冷却系統施設の系統図

(一次冷却材の循秦設備)(4/4)

(重大事故等対処設術

'

関 西 竜 力 株 式 会 社



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機―

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態に|な った時に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷封l系統施設

系 統 名 :余熱除去設備
―
   非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-24

今約亀年 /2月

原子力規制委員会



使用講検査成績書
｀

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3 検査申請   使用前検査申請番号

関原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )、 関原発第434号 (平成30年 3月 20日 )、

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )、 関原発第 202号 (平成 30年  7月  4日 )、

関原発第250号 (平成30年 8月 20日 )、 関原発第415号 (平成30年 12月  5日 )、

関原発第504号 (平成 31年  2月  1日 )、 関原発第 512号 (平成 31年  2月  6日 )、

関原発第 582号 (平成 31年  3月 18日 )、 関原発第  3号 (平成 31年 4月  4日 )、

関原発第 68号 (20r9年  5月 16日 )、 関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )、

関原発第204号 (2019年  8月 23霞 )

4 検査期日

5 検査場所

自 合釉え年
至 冶和釉年

/2月  ′夕菌

rユ 月 ユ0日

6 検査範囲

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ瀬

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

〉静常用炉サい冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設) 2個

/



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
/k

検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

性能検査

盤

輛 ん 年r2月 Iあ 日 海れ 力年′>月 箋日

工 翻 石

ぐ(,″ ,井ごy主任技術者

8 特記事項

とし

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2性能検査記録

3検査用計器二覧表

2



添付資料 1二 1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用講検査申講書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確燃

得和盈年
『2角 輩と日 畠

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月  ゲン
/

月   日

検査 をする工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

帥 為 年

′2月 11歩 日 農
年

月 シ

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確れ愁

舗 ん 年

'2月
Fと 日 友
年

月   日

年 イ

d



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

性能検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

合和L年
|と 月1み 日虫

年

月   日

年 /

必要な図画等が準備さ

れていること。
躍面等確認

帥 乃 年

′2 月互

`日

R
年

月   日

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な卿定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

櫛 テJ■
′2月 とを日皮

年

月   日

年 /

卒



添付資料 2

iV‐ 8860A

※ 11許容値は 」ISによる。

※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性権錮検査成績書σ)識別番号 :Tt-3-0204

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 余熱除去設備 非常用炉心冷封l設備そ

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個
の他原子炉注水設備

判定基準 :所定の性能を有すること。

検査

結果
検査方法

工事計画

記載値
許容値 確認値 検査年月日検査対象

項目

(単位)

3.96～

4.10※
| 小囀,,

吹出圧カ

佃Pa)
4。 1

皮Φ
記録確認

41542

以上※彦 r2,,「

争 為 年
′2月  ′?日

吹出量

(kg/齢
4,542以 上

3.96～

4.10Ж l /吹出圧カ

(MPa)
4.1

基
嵐

4手 542

以上蒸2 /
毎 B為 年
′を月20日

吹出量

徹g/掛
4,542以上

iV-8860B

=



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 8

検査年月日 :ン等騨危 年 /2周 F7日

性能検査

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校五年月日

有効報眼
備考

性能検査 圧力計
2019/8/28

2020/8/27

圧力計
2019/3/14

2020/3/13

以下余白

`/E



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要 領 書 番 号  :原規規E又第 1610071号 99

成績書管理番号 12-25

体角ス年 ?月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申講〒覧表のとおり

3検査期日 自体ラ脇ユ準T月 /♪ 日

釜看ぉん又幕?月 /∂ BI

4検査場所   ｀
使用前検査謡録のとおり

5検査実施著   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果∵覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成織審管理番号 12-25

r



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 29σ号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年3月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年16月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 5■ 0号 (2020年  1月 81日 )

関原発第 542号 (202_0年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第  20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :2-25

検査申請一覧表

上記以群年の変更を検査申請書の変更申講により確認し表中に追記する。

2



検査結果工覧表

成ヽ績書管理番号 :2と25

"

特記事項

年 じ

検査立会責任者 印

戒濃 を
主任技術者

解ケ′夕,ウン璃栃

原子力範設検査官 印

孝 今 後

検査結果

徒

検査年月日

全んス年
7月 /θ 日



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 i2-25

検査年月日 :疹わ え年 7月 /θ 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確絡事項 確耀方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ ―

必要な図面箸が準備されていること。 図通

'等

確認 ⑧・T

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 OIT

系統構成が完了していること。
υ
記録確l紀、

Q―

イー



関西電力株式会社蔦浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料3-2

使鷹前検査記録

成績書管理番号 :2-25

検査年月日 :谷券,ユ 年 ?月  /∂ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

計測縮1御系統施設

原子炉格納施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ほう駿注入機能を有する設備

圧力低減設l府その他の安全設備 (格納容器安全設備)

容器

燃料取替用水タンク   房磐添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ,所定の性能を有じ

ており、技術基準に適合するもので

あること。

魔 ⑭

記録確岳督、

備考

。
導 に M湖 瑠 昭 監 講 獣 協 圭

==fF饗
申 監 謝 山 暉 4携 登 翼 謹

=ゴ

残 当 J嘩 増 翻 敬 瑶 筆 裁 澪 禁 葦 上 コ 瑚 L欝 競 鼎 離 鮭 コ 宝 抱 疑 霊 盤 驚 £ 溜 用 買 騨 転 菌 融 傍 識

=蛍
命 ※ 9堕 J電 童 よ 事 4資 子

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

す



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-25

検査年月掛 :参掃 ユ年  7月  /ρ 日

検 査 場 所 :F)尋西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
容 量確 認検

査 皮

日視燃料取替用水タンク
容 量確 認検

査 免

備考 ※ 1:中央制御室の燃料取替用水タンク水位計,指示

※2:燃料取替用水タンク容量換算値

―    V=1770× H/100

Vi燃料取替用水タンク容量 (Ⅲり

H:水位計指示秘)

b



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
威績書管理番号 :2f25

検香年月日 :全ん ヱ年 ?月 /θ 周

※ :第 28固定期事業者検査まで

7

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

容 量確認検

査

燃料取替用

水タンク水

位計

2020。 8.31

※

容量確 認検

査

燃料取替月ユ

水タンク水

位討

2020.8.31

※

タ
ース千余盈



工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日 認可))

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係 るものを除く。)にあっては次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(2)容器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

・常設   
｀

(1/3)

もく)

選
潮

ュ

全

＼

ｔ

変 更 後

燃料取替用水タンク (注 1)

変 更 前

燃料取替用水タンク

たて置円筒形

同 左大気屋

95

m3/個

℃

量容

類種

最 高 使 用 圧 カ

最 高 使 用 温 度

胴 板 厚 さ

出  日  管
~台

(余 熱 除 去 ポ ン プ )

外       径

出  口  管  台

(余 熱 除 去 ポ ン プ )

厚       さ

主
要
寸
法

Hl11

月同 内    径

根

板

屋

底

板  厚  さ

厚  さ (注 5)

称名



(2/3)

嗚

変 更 後変 更 前

出   日   管   台

(内 部 ス プ レ ポ ン プ )

外         径 |

出   口  管   台
|

(内 部 ス プ レ ポ ン プ )|
厚          さ

給 水 入 日 管 台 外 径

給 水 入 国 管 台 厚 さ |

出   口   管   台

(充 てん/高圧注入ポンプ )

外          径

(充 てん/高圧注入ポンプ)

厚          さ

出   囲   管   台

(燃 料 取 答 用 水 ポ ンプ )

外         径

出   自   管   台

(燃 料 取 替 用 水 ポ ン プ )

厚         さ

主
要
寸
法

■Hl

箪IXn

血
　
　
　
　
　
　
ｍｍ

■ll■

llm

mm

nIIll

自   管   台

瀬
覇

卵
ユ

（
画
＼

ヽ
）



(3/3)

ヽ
鱒

変 更 後

同 左

燃料取替用水ライン (リ

底 板 (注 8)

変 更 前

個
　
　
　
取
付
箇
所

倫 水 防 護 上 の

画己慮 が 必 要 な 高 さ

数

・名

＞

床

の

考

名ン

統

置

系

＜

設

途

イフ

水 防 護 上

区  画  番

側ヤ ンホール管台外径

主
要
寸
法

イ具llマ ンホール管台厚 さ

′
lttllマ ンホールふた厚 さ

mm

渤
豆
夢
ユ

（
ω
＼

ヽ
）



別 添 1(4/4)

rrた



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

.  使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号  :原規規収第 161007:号 227

驀 年 rz月争

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用講検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

関原発第299号 (平成 28年 10月 78)、 関原発第434号 (平成30年  3月 20露 )、

関原発第 46号 (平成 30年  4月 20日 )、 関原発第 202号 (平成30年  7月  4日 )、

関原発第259号 (平成 30年  8月 20日 )、 関原発第415号 (平成30年 12月  5日 )、

関原発第504号 (平成 31年  2月  1日 )、 関原発第 512号 (平成81年  2月  6日 )、

関原発第582号 (平成 31年  3月 18割 )、 関原発第  3号 (平成 31年 4月  4日 )、

関原発第 68号 (2019年  5月 16日 )、 関原発第 115号 (2019年~6月 24日 )、

関原発第204号 (2019年  8月 23日 )

おヽ

一角

査わ4 検査期日

顎

自

至

年 /2月

年 ′2月

r夕 日

T7日

5 検査場所

6 検査範囲

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯君轟高浜町田ノ浦

高浜発電
F所

第 1号機

発電癖原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設) 1個

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

/



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

性能検査
玄

塗深珂心年 /2月 /′ 日 た紅 ヵ年/二月′夕日

▼ 嘲

ガ|夕4夕 ・蝉 主任技術音

8 特記事項

みし

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2性能検査記録

3検査用計器一覧表

2



添付資料 I-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月目 結果 備考

本検査に係る使用議検

査中請書 (変更中請を

含む。)が準l薦 されてい

ること。

記録確認

食れん 年

/2月 r7日 農
使用前検査成績書の「3検査

申講』に申請番号 (変更中請

番号を含む。)を記載すると年

月  jシ

月   日

検 査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認

得仲え 年

r2月 r亨 日 虫
年

月   日

年 /

工事計画の認再番号の

記載が適切4あ る こ

と。

記録確認

舎御ゐ 年
工XI月 rT日 と

年

月   日

年 イ

ヨヽ



添付資料 と-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

性能検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

l薦 されていること。
記録確認

く未u為年
r2 月 ′7日 演

年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

尖知ん年

'2月

r7日 良
年

月   日

年 /

検査潟計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

櫛 力 年

r2月 rT日 良
年

月   日

年 /

ユ



添付資料 2

iV-8861

※ 1:計容値は JISに よる。

※2:許容値は工事計画による。

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 ,所定の性能を有すること。

検査

結果
検査方法検査対象

項目

(単位)

工事計画

記載値
許容値 確認値 検査年月日

吹出圧力

(MPa)
4.1

3.96～

4.10※
i 牛tr0

吹出盈

(kg/齢
4:542以 圭二

4,542

ぅ(と
※2 r2ど妬

斧舟衝友記録確紀
◇

す



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 3

検査年月日 :″苺騨盈 年 r2月 企7日

検査項 目 検査用話器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

性能検査 圧力計
ノ

2019/8/28

2020/8/27

性能検査 圧力計
2019/3/14

2020/3/13

以下余自

bた



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要 領 書 番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 i2-28

令和 2年 /ぞ 月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 令和 必 年 /フ 月
/・渉日

令和 2 年 /Z月 2e日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実海雹者   検査豫占果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

戒級書管理番号 :2-28

自

　

　

至

(ャ

′



関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第484号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20囲 )

関原発第202号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月  6日 )

関原発第 582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年  4月  4日 )

関原発第  68号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第 478号 (2020年  1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21目 )

検査申講書番号

(申請年月日)

成績書管理番号 :2-28

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

乙



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-28

"

特記事項

/ノ…t/

検査立会責任者 E瞬

毅 幡 .み ■ 主任技喬着

f考夕″'ク ″ぜフと行漂銅万

原子力描譲検査官 F路

施毛考一

検査結果

τ＼

検査年月日

令和 2年

/tフ 月′渉日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-28

検査年月日:令和 二 年 /っ 月 ′歩 日

検 査 場 所 i関西電力 (株)高浜発電所

検査前確絡事項

使用前検査申請書の確撤

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認
③

・
耳

検査 をす る工事 の正

程、期 日及び場所が中

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ◎・一

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認 σ ―

タ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 i2-28

検査年月日:令和
―
二 年 /′ 月 ′ど 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中請者の品質記録が準T浦されていること。 記録確認 ⑥・下

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認
Q・

T

検査用計器が校正されており有効メ翻爆ぬである

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 σ・T

系統構成が完了していること。 @
記録確認

Q・ ―

ま



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 31-2

使用講検査記録

成績書管理番́号 :卜 28

検査年月日 :令禾隠ェ 年 /θ 月 /b日

検 査 場 所 】.関西電力 (株)轟浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

◆通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の機能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

徴ヽ
Φ

記録確認

備考

・記録確認は、工事計画に基づき中講者が行うた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tと -3-0006

・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照 :

b



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

|        (三 号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-28

痰査年月目:令和 虫 年 ″か 月 /ど 日

検 査 場 所 :関蚕電力 (株)高浜発電所

検査結果

検査対象設イ薦名 項 目 測定値気 検査結果 検査方法

主酉己管※ 系統性能検査

・通水検査
魚 目視

備考                          1
※対象範囲は別添2参照 (燃料取替用水タンク～弁 (lMOV-6400A、 掛)

ク



工事計画本文 (原規規発第1606104号 平成28年6月 10日 認可)

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあっては次の事項

7 非常用帰い冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

囀

遭
鶉

ド
　

含
＼
巴

谷ふ
〈
王
奉
「
心
φ
ょ
こ

変 更 後

材  料

変更な し

SUS304TP

変更な し

厚   さ

(l肛■)

く注3〕

11.1

/
11,1

/

(注 6〕

8.2

外  径

(IBェ l)

(注3)

355,6

/
365,6

/
(注む〕

216,3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  力

(Wa)

名 称

(と S

燃料取誉用水

タンク

弁 (lMOV-6400

A、  B)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

SUS27TP

(ユ !:7)

SUS304TP

厚  さ

(mm)

(注3,4)

11.1

(ユ li3,4)

ll.1

外  径

(IBln)

(注 3)

355.6

(iL3〕

355.6

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

旺  カ

(MPa)

(ユⅢ:2)

0

名 称

(こと1)

燃料取誉用水

タンク

弁 (lMOV-6400

A、 B)

)津

常
用
炉
′い
冷
却
設
備
そ
の

他

原
子
炉
注
水
設
備



(注1)註裁の適憂化を行う。琉工事計画書にな「燃料取換用水ケンク～弁 (r6400▲、B)」 と記載          |
(注2)SI単位に換算したものである。   ‐    :      ・

(注3)公称値                 ‐          f

(注4)エルボにういては既五事計画書に記栽がないため議裁の造正イ監を行う。犀さについては管と同等以上のものを選定する。

記段内容は、設計図書によると            ・   i              t
なお、
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(注6)原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設

備)の うち消火設備と兼用                                         
′

(注6)重大事故等時に使用

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SUS27TPlと 記載

(注 8)碑―己載の道正化を行 う。班工事計画書には「燃料取換用水タンク～遊止弁 (卜8926)」 と記載

(注 9)Bを工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (1-8926)～弁 (1-LCV-115D、 E)1と 記載

(注 12)記載の適近化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (1-8811A、 B)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。記裁内容は、既工事計画書「原子炉格納容器」による。

(注 14)重大事故等時における使用時の値

(注 15)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-881lA、 B)～弁 (1五 8812A、 B)」 と記載

(注 16)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「SUS32TP」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タシク～逆珪弁 (1-8958)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8958)～ 弁 (1-3809A、 8)」 と記載

(注 19)記載め適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-5400)」 と記栽

(注20)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 を記載

(注21)記載の適王化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4× 3)」 と記載

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジュ
=サ

(4× 3)～弁 (1■8893A、 白)Jと記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'弁

(re803A、 B)～ ほう駿注入タンク入ロレジューサ (6X3)」 と記載

(注24)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジューサ (6× 3)～弁 (卜8801A、 B)」 と記載

(注25)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8801A、 B)～格納容器」と記載

(注26)記載の適正化を行 う。B猛工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出口連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記載
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(注27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注31)

(注 32)

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4X3)～弁 (1-8815)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8815)～格納容器」と記載

記載の適正r監を行 う。既工事計画書には 「ほう酸注入タンク八ロラインレジューサ (4× 31出 日分岐点～弁 (ユ
ー8816)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8816)～ 格納容器」と記載

記載の道正化を行 うな既工事計画書には「コール ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4X3)出 口分岐点～弁 (1-8814)Jと 記

載                   ・

記載の適正化を行 う。既工事計画書には r弁 (1-8s14)～格納容器」と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-8818A、 IB)～格納容器」と記載

余熱除去設備と兼用

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「コール ドレグヘの注入母管分岐点～弁 (1∵ 8819)」 と記載

エルボについては管と同等以上の厚 さのものを選定する。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には
'弁

(1-8819)～ 格納容器」と記載

証載の適正化を行 う。移七工事計画書に,ま
「格納容器貫通都#229～分岐点」と記載

記載の適工化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8944A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1と 8944A、 B、 C)～ 主冷却材管ループ低混側注八ライン合流点」と記載

記載の適正イとを行 う。既工事計画書監は「(最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 うも            ′

記載の適下化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/一 」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #262～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (卜8942A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。残モエ事計画書には「逆止弁～合流点」と記載         Ⅲ

エルボを示す。                                       フ

ヽヽ

(注 33)

(注34)

(注35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注41)

(注 42)

(注43)

(注44)

(注 45)

(注 46)

(注 47)

(どと48)
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(注49)

(注50)

(注 51)

(注 52)

(注53)

(注54)

(注55)

(注66)

(注57)

(注58)

(注59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(涯と64)

(注65)

(注66)

(注67)

(注 68)

(注69)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器貫通部 #261～分岐点」と記我      ・

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8939A、 B、 C)」 と記載

記載の道五化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通都 #276～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8937A、 B、 C)」 と記栽            ′

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁～合流点およびレジューサ (6× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既上事計画書には「弁 (1-8937C)及び弁 (1-8939C)～弁 (1-8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

記載の道正化を行 う。既と事計画書には 「格納容器貫通部 #263、 224～ 分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。はな工事計画書には 「分岐点～弁 (1・患973A、 C)お よび弁 (1-8972A、 B)を経て弁 (1-8973B)

記載の通正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8973A、 B、 C)～弁 (1・ 8945A、 B、 C)」 と記載

余熟除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器貫通都 #258～分岐点」と記載     ́     ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～弁 (1中8935A、 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-3935A、 B)～弁 (1-8940A、 3)」 と記栽

記載の道症化を行 う。既工事計画書には「アキュムレータA、 B、 C～弁 (1-8808A、 B、 C)」 と記載

記哉の適正イヒを行う。既工事計画書には「弁 (1-8808A、 B、 C)～弁 (1-8948A、 B、 C)」 と記載

本設備 は暁存の設備 である。

原子炉格納施設 の うち圧力低減設備 その他 の安全設備 (格納容器安全設備 )と 兼用

SUS32TP同 等材 (SUS316TP)への取替 えを行 う。

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

SUS27TP同等材 (SUS304TP)への取替 えを行 う。

」 と記載
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原子 ,イP格納施設の系統盛

(圧力低減設備その也の安全談僑

(盛約容器安全検袴 ,'(21S〉

(重 大事故等対処設備
'
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検査結果一覧表

成績書管理番号 i2-28

ヽ
く

特記事項

再 t

検査立会責任者 卑

織 任技術者

拷神
ノゼ・/

原子力描農検査官 卑

_彰 よ 竪

検査結果

費

検査年月日

令和 2年
ノZ月 23日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
1       

共通事項
成績書管理番号 :2-28

検査年月日 iノ彿斡 2年 ノ2 月 23甲

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更 申請を

含む。)が準f薦 されてい

ること。

記録確認 Qた

検査 をす る工事の エ

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あ る こ

と。

記録確認 Θ・`―

工事計画の認可番号の

記戦が適切 で あ る こ

と。

記録確認 @一

′.゛



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用講検査記録

成績書管理番号 :2-28

検査年月日 :枷 Z年 /2月 23日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確註忍 Q‐

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認、 Q:一
検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・〇

系統構成が完了していること。
立会/

鰻 Q

/6



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-28

検査年月日 i押 2年 /2月 ヵs日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷粛l系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管                ′

原子炉格納飽設

格納容器安全設備

主配管        房可添1及び別添2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

及
目視

鰻

備考               、

。記録確認は、工事計画に基づき中請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査戒綴書の識別番号 :Tと -3-0007、 Tl-3-0019

'7



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係 るもの (蒸気タエ ビンに係 るものを除く。)にあっては次の事項
7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係 る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

ゝ
芍

変 更 後

材  料

変更なし

SUS304TP

変更なし

厚   さ

(mml

(注 3)

11.I

/

ll.1

/

(注 6〕

8.2

外  径

(mm)

(れ 3)

355,6

/
355.6

/
(とも)

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  力

(Va)

名 称

〔注5)

燃料取替用水

タンク

弁 (lMOV-6400

A、  B)

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

SUS27TP

(‖ 17)

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注3,4)

11,1

(7'i3,1)

11,1

外  径

(mm)

(注 3)

355.6

(P13)

355.6

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(専 2ヽ)

0

名 称

(と 1)

燃料取替用水

タンク

弁 (lMOV-6400

A、  B)

非
常
用
炉

`b
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
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変 更 後

材  料

SUS316TP

変更なし

変更なし

厚   さ

(Illm)

(渡3,37)

9.3

外  径

(田■)

(注 3)

273.■

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

名 称

1最高使用

圧  カ

|(MPa)

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

厚  さ材  料

(lIШ l)

(注3,9)|    (注 91

25,4  -SUS32TP

( 注 3)

251 4  1 SUS32TP

外  径

(mm)

(遺 3,9)

273.1

。 (注 3)

273.1

最高使用

温  度

(℃ )

200

200

最高使用

圧  力

(MPa).

(澁 2)

4.1

(注 2)

17.16

名 称

(ユ宝31〕

弁 (lMOV-8817

A、 B)下流

分岐点

ゲト(lMOV-8819)

(注38)

弁 (lMOV-8819)

格納容器 貫通都

PEN軒258

非
常
用
炉
,泌

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備
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変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(遠 3)

7.1

(注 3)

5,6

(注 ど,37)

7.1

(注 31

7.1

/

/
5。 5

外  径

(ど Iull)

(注 3)

165.2

(江 31

89.1

く滋〕)

165.2

(注 3)

165。 2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14)

40

(注 14)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 14)

0

(注 ,4)

と.3

名 称

(■ 68)

非
常
用
炉
Jぷ

冷
参「
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

復水タンク

プロー醜管

接続 目

弁 (lCW-301)

復水タンク

変 更 前

材   料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚    さ

(国 ) (mm)

最高使用

歴  カ

(MPa)・

名 称

Ｎ

的

(注 1)記載の通五化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)エルボについては舞工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。
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丙
、

(注 5)原 子炉格納施設の うち歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉め附属施設 (火 災防護設

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用

(れ 7)記致の適正化を行 う。既工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8926)」 と記載

(注9)既工事計画書に記栽がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注 11)記哉の適正化を行 う。既止事計画書には 「逆止弁 (1～8926)～弁 (1-LCV-116D、 E)」 と記載

(注12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器サンプ～弁 (卜88■ A、 B)」 と記載

(注 13)記載の適五化を行 う。記載内容は、既工事計画書「原子炉格納容器」による。

(注 14)重大事故等時における使用時の値

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-88nA、 B)～弁 (1… 8812A、 B)」 と記載

(注16)記載の邁正化を行 う。既工事計画書には 「SUS32TP」 と記載

(注 17)記載の適韮化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8958)」 と記載              、

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8958)～ 弁 (卜8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (卜5400)」 と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記載

(注21)記載の適正化を行 す。既工事計画書には「レジェ‐サ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記栽

(注22)記載 fノ)適下化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4× 3)～弁 (1-3803A、 B)」 と記載         ・

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-8803A、 B)～ほう酸注入タンク入ロレジユーサ (6× 3)」 と記載

(注24)記載の道正化を行 う。既上事計画書には「ほう酸注入タンク閣ロレジューサ (6× 3)～弁 (1-8801A、 B)」 と記載

(注25)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (卜8801A、 B)｀格納容器こと記載

(注26)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出口連絡管分岐点～レジューサ (4× 3)1と 記栽
翌
郭

解

（卜
＼
ｅ

＼
Ｖ
ぜ

停
相

一Ｎ
讚
Ｎ
釣
コ



Ｗ

∀

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注32)

(注33)

(注34)

(注35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注 44)

(注45)

(注46)

(注47)

(注48)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジ尋~サ
(4× 3)こ と記載        、

記載の適重化を行 う。既I事計画書には 「レジューサ (4X3)～弁 (1-8815)」 と記載

記載の道置イヒを行 う。既工事計画書には「弁 (1-8815)～格納容器」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク入ロラインレジュ■サ (4X3)出 園分岐点～弁 (1-8816)と と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8816)～ 格納容器」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「■―ル ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4X3)出 自分岐点～弁 (1-8814)Jと 記

載

記載の適正化を行 う。観工事計画書には 「弁 (1-8814)～格納容器」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (卜 38と 8A、 B)～格納容器」と記載           |

余熱除去設備と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヨール ドレグヘの注入母管分岐点～弁 (1-8819)Jと 記載

エルボについては管と同等以上の厚 さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8819)～格納容器」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #229～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8944A、 8、 C)」 と記栽

記載の適正化を行 う1既工事計画書には「弁 (1-8944A、 B、 C)～主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点1と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9,5」 と記載

公称値は既五事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の道 l卜 化を行 うj既工事計画書には「 (最小)9.6/(最小)9.5/―」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #262～分岐点1と 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (卜8942A、 8、 C)」 と記載              .

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁～谷流点」と記載

エルボを示すと
謎
郭

洋

（働
＼
ｅ

も
曽
濫
器
■
ｗ
コ
じ

『



(注49)

(注50)

(注 51)

(注 52)

(注53)

(注 64)

(注55)

(注 56)

(注 57)

(注58)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

(泣 62)

(注 63)

(注64)

(注65)

(遷L66)

(注 67)

(注68)

(注69)

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通都帯261～ 分岐点」と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (1-8939A、 B(C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器貫通部 #276～分岐点Jと 記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (1…8987A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁～合流点およびレジューサ (6× 2)」 を記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8987C)及び弁 (と
い8939C)～弁 (1-8940C)と と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9,5/(最小)9.o/(最小)9.5」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #263、 224～ 分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には F分岐点～弁 (1-3973A、 C)お よび弁 (1-8972A、 8)を経て弁 (1-8973B)

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8973A、 B、 C)～弁 (1-8945A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #258～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には「分岐点～弁 (1-8935A、 B)」 と記載

記載の適1と化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8935A、 B)～弁 (1-8940A、 B)」 と記載

記載〈″)適正化を行 う。既工事計画書には「アキュムレータA、 B、 C～弁 (li8808A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。―既工事計画書には「弁 (1-8808A、 B、 C)～弁 (1-3948A、 B、 C)」 と記栽

本設備は既存の設備である。       |
原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

SUS32TP同 等材 (SUS316TP)への取替えを行 う。

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格耳詢容器安全設備)と 兼用

SUS27TP同 等材 (SUS304TP)への取替えを行 う。

」と記載
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要 領 書 番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-29

令和 Z 年 /2月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申講二覧表のとおり

3検査期日 自 . 令不爵2 年/2月 23日

至   令和 2 年/2月 23日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施著   検楚紳果一策表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用滋検査記録

成績書管理番号 二2-29



関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発窮 434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第 582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年 4月  4日 )

闘原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第 478号 (2020年  1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

検査申請書番号

(申請年月日)

成績書管理番号 :2-29

検査申請一覧表

上記以降 fノI)変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

L



検査結果工覧表

成績書管理番号 :2-29

◆

特記事項

T3t

検査立会責任者 卑

荼残q 7′
主任技術者

″
t11争 

′917'τ
゛
/七て

原子力施議検査官 募

彰 永 磁

検査結果

負

検査年月日

令和 2年

ノ2月 23日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

共通事項
成績書管理番号 12-29

検査年月日:～や 2・ 年フ2月 2,日
検 査 場 所 :関西電力株式会社嵐浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ ―

検 査 をす る工事 の 工

程、期 日及び場所が申

請 書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ⑧・|

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 ⑬ 一

k



添付資準t3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-29

検査年月日 :今釉 1年 力 月 2θ 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録覇雀認 Q・ ―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q・ 一

検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
立会/

⑩ ⑧◆一

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-29

検査年月日 i冷和 あ 年 定 月 2と 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管

別添 1及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査繕染 検査方法

系統機能検査

。通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、擬付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

良
目視

∞

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の評裁別番号 :Tl-3-0014、 Tl-3-O018

6



弩

原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気″一ビンに係るものを除く。)にあつてはレ■の事項
9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

(次ベージに く

翌
郭

滓

（滓
＼
薫
）

材   料

STPT370

STPT370

(注6)

(注 S,6)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相 当 )

外  径 1厚  さ

(mm)  (皿 Il)

変更なし

(注 1)

48.3

(注 3)

3.7

(注 3,6)|

48.3

r注3,6)

3,7

(注3.3,C).  (と 5,6)

(差 し込み (最小)

部の内径)

48.7     5.5

(早 I:3)

(5.5)

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注 1)

95

上。と

(注4)

1,2

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注 4)

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

(mm)

厚   さ

(Elm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

STPG42

STPG423.7

0。 98

ポンプ

(

95

(

出日配管分岐点

熱除去ポンプ

(注 3140)

2.8

(注3.10)

21,3

(注 3)

48.3

変 更 前

最

圧

高使用

カ

a)(MP

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



斡

材  料

(注 5〕

ASTM

A105

0r Ⅱ

(S25C

相当)

最高使用|

温  度|

(℃ )

径1厚

lmm)    (mm〉

さ外

(世3,3)    (注 5)

|(最小 )

(穴径 )

15。 4

/

(穴径)

15.4

4.0

/
(最小)

4.0

(注 3)

(4.0

/
4.0)

(ユIi4)

951.2

(ユ I:J〉

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

|
|

径|

(mm)(mm)

外 厚   さ

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(Pa)

〕余熱除去ポンプ

3余熱除去ポンプ

鶴日配管分岐点

(注 451

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

浬
郭

岸

奮
＼
庶
）



変 更 後

材   料

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3)

3.7

/

/
3,7

(注働

3.7

/

/
3,7

外   径

(mm)

(注 3)

48。 3

/

/
48,3

(註8)

48.3

/

/
48.6

最高使用

温  度

(℃ )

(澁4)

95

1最高使用

名 称  圧  カ

(MPa)

(歳 4)

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

最高使用

温  度

(℃ )

1材外  径 厚 さ 料

(工 l阻) (コ阻□田)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注 45'

〕余熱除去ポンプ

ユ余熟除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備→

(次ページに続く)

浬
募

Ｐ

含
＼
薫
）



ヽ
Ｃ

変 更 後

材  料

(注 5〉

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(臣m)

(注も)|

(最小 )

5.5

/

/
(最小)

5,S

(産3)

(5.5

/

/
5。 5)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径

(1巳 In)

(注 31

(差

48.7

/
95

/
(差 し逆

48.7

1最

1圧

高使用

名 称 カ

(MPa)

(注 4)

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

1材外  径 厚 さ 料

(llm) (皿m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

(注 451

|

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

淫
郭

μ

令
＼
Ｒ
）



ヽ
ヽ

変 更 後

材  料

変更な し

STPT370

厚   さ

(mm)

(滋 3)

3.9

外   径

(Blul)

く滋a)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

名 称

最高使用

圧  カ

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚  さ1材  料

(mm)

(澁 8)|

3.9  i STPG42

外   径

(mm)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2〕

0.98

名 称

(注48)

C充てん/高圧

注入ポンプ入 口

分岐点

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入 日配管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

淫
辣

ド

（観
＼
照
）



ゝ
】

変 更 後

材   料

変更なし

STPT370

外

,

径1厚 さ

(】am) (mm)

(注3)

3.9

(と 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

旺  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(遺 3〉

3.9

外  径

(mm)

(連3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

B充てん/高圧 |

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

A、 B充 てん/

高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヨ
郭

騨

６
＼
照
）



材   料

STPT370

(注 S,C

STPT370

STPT370

(凪m)

厚   さ

(注働

3.9

(注 3,S,61

3,9

1注 3)

3.9

/

/
3.9

(注3,S,61

60。 3

(注3)

60.5

/

/
60.3

(Ilm)

外   径

変更なし

60.3

(注 3)

最高使用

温  度

(℃ )

(,14)

96

1.2

1,2

(¥1:4)

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

STPG42

外  径―厚  さ

(IttIIl) (田 阻)

(と 3)

60。 3

(注 3)

3,9

最高使用

温  度

(℃ )

95

(注 2)

0。 98

最高使用

匡  カ

(MPa)

B充てん/高圧

注入 ポンプ

B充てん/高圧

注入ボンプ

冷却水出 H配管

分岐点

(注50'

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
∞

(次ページに続く

翌
郭

Ｐ

令
＼
К
）



変 更 後

材   料

(専45

S25C

最高使用

l且  度

(℃ )

外  径 1厚  さ

(凪la) (mm)

(注3.5)'    (注 S〕

(差 し込み (最小)

6と。1 1 6.1

/ 
―

/

(差 し込み (最小)

95

61.1   6,と

/  /
(差し込4(最小)

6と。1   6.1

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(l鳳阻) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(滋 50:

B充てん/高圧

注入ポンプ
,

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

＼
く

(次ページに続 く)

翌
郭

μ

ａ
＼
臣
）



＼
件

変 更 後

材  料

(選 5!

S25C

最高使用

l風  度

(℃ )

外  径,厚  さ

(口盟) (mm)

(注 3,S〉 ,    (注 5〕

(差し込み (最小)

61.1

/
6.1

/
(マI:

95

/  /
(差し込み (最小)

61,1   6,1

最高使用

圧  カ

(MPa)

(ユ 1:1)

I.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外   径 厚   さ

(阻田) (幽 )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(lCPa)

名 称

(注60)

B充 てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

翌
郭

岸

（０
＼
Ｆ
）



＼
軒

変 更 後

材   料

変更なし

STPT370

厚   さ

(mm)

くと3)

5.5

外  径

(mm)

(注3)

88.9

最高使用

l且  度

(℃ )

変更なし

最高使用

匠  カ

(ぼ a)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(mm)

(遺 3)

5.5

外   径

(am)

(注 3〕

88。 9

最高使用

l屋   度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

(注 5t〕

A、  B、  C

充てん/高圧

注入ポンプ出口

配管分岐点

及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

出日配管

分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ室

空調装置冷却

戻リライン

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遭
郭

岸

含
０
＼
μ↓



変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(1と血)

(注 3)

9,3

/

/
9.3

外  径

(IIttl)

(注3)

267.4

/

/
267。 4

最高使用

温  度

(℃ )

(濠Ⅲ)

40

名 称

.最
高使用

1圧   力

(MPa)

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

海水供給接続回 (注 4)

1.2

Aa、 Ab

海水ス トレーナ
ー

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外   径 厚 さ1材 料

(阻阻) (1■m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

ヽ
常

(注 1)記載の邁正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注 5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルポを示す。

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と記栽

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘンダA、 B:テ ィ (20X20X16)～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注9)記裁の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～ 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ンダCiテ イ (16X16X16)～ レジューサ (16× 12)」 と記載

(注 H)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16× 12)～ティ (20× 20X16)」 と記載
遭
郭

μ

奮
牌＼
岸じ



ゝ
肖

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注20)

(注21)

(注22)

(注23)

(虚24)

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(イエ31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:内部スプレクーラ～ レジューサ (20× と4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (20X14)～ティ (20× 20X16)」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ八日連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20X20X16)～ 1次系冷芽F水 ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)～ ティ (20× 20X16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には rl次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出 自ティ (20X20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C人 ロティ

(20X20× 16)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入口連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20X20X16)～ 1次系冷玄B水 クーラA、 C」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X16)～ 1次系冷去

“

水クーラB」 と記載

記載の適正化を行 う。雛工事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ターラ (RI卜2)A、 B～戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 Cへの分岐点」と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～レジューサ (8X6)」 と記載

記載の適正化を行 う。ぢ光:工事計画書には 「戻管合流点～弁 (1-FCV… 1241)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ入風分岐点～弁 (1-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計l勘

~書
には 「弁 (1-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷去,水母管分岐点～燃料ピットクーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料ピントク~ラ ～1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。残推工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余剰抽出水クエラ～1次系冷却水戻母管合流点Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入 涎
郭

μ

含
］
＼
騨じ



(注35)

(注36)

(注 37)

(産 38)

(注39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(だと44)

(注45)

も  (注46)

(注47)

(448)

(注49)

(注 50)

(注 51)

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～ 1次系機器冷却水戻 り母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)と と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷去いライン分岐点～ レジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既と事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記載

駐モエ事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記裁内容は、設計図書による。

記載の適正イヒを行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl V2)～ レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の適玉化を行 う。既I事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～ 内部スプレポンプJと 記載

記載の適【化を行 う。既工事計画書には 「内部スプレポンプ～レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)～ レジューサ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既 l~事計画書には「余熱除去ポンプ～余熱除芸ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」

と記載

記裁の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジユーサ (2× 11/2)～ レジューサ (3× 2)」 及び「レジューサ (3× 2)～余熱除

芸ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。観工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ八 日分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」と記載  ‐

エルボについては管 と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画
‐
書には「充てん/高圧濃入ポンプ～充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流

点」と記載

記裁の道正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷去瞬水母管分岐点～計器用コンプレンサパツケ~ジ Jと 記哉 翌
郭

Ｐ

（あ
＼
照
）

(注52)



Ⅳ
も

(注 53)

(注54)

(注55)

(注 66)

(注57)

(注 58)

(注 59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

(注65)

(注66)

(注67)

(注68)

(注69)

(注70)

(柱 71)

(注72)

(注 73)

(注 74)

(注 76)

(注 76)

(注 77)

記載の適【化を行 う。既工事計画書には 「計器用コンプレッサパッケージ～1次系機器冷却水戻 り母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既五事計画書には 「1次系機器冷ぶ美F水母管分岐点～レジューチ (12× 6)お よび (12X8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 6)～ レジューサ (6X4)」 と記載

記載の道正化を行 う。既I事計 ittl‐ 書には 「レジューサ (6X4)～ レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画善には「格納容器循環空調装置～レジューサ (4X2)お よび合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既五事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6X4)及び合流点」と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)～ レジューサ (12X6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 6)お よび (12× 8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既五事計画書には 「海水ポンプ～中間建屋入口」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間建屋入鳳～レジエーサ (36X30)」 と記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (36X30)～ティ (36× 36X30)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～海水戻母管分岐点』と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ティ (36X36X24)～ 中間建屋出日 (埋設部を除く)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～レジューサ (10× 8)」 と記載

記載の遠正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (10X8)～ ディーゼル発電機」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジ課―サ (12× 8)」 と記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16X12)」 と記栽

記載の適玉化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16× 12)～海水戻母管合流点」と記載

STPT38同 等 材 (STPT370)へ の 取 替 え を行 う。

STPG42厠等 材 (STPG410)へ の 取 替 え を行 う。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化ゐみを行 うものであり、手続き共、す象外である。

運
辣

騨

（薫
＼
照
）
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原子炉冷却系統施設の系統凶

(原子炉箱機冷却誠脩)(10/12)

(重 大事故等対処設備 )
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原子炉冷却系統施設の系統
「(原子炉箱機冷封設横 ,(61.121

(童火事故等対処言え構 ,

滅
郭
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機
フ
使用前検査成績書

要領書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-30

令和 2年 ノZ月

原子力規制萎員会



使用前検査成績書

1,発電所名    関西電力株式会社高浜発電所舞 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査ダ翻日 自   令和 2 年ノ″月彦ユ日

杢  令和 2 帯 2月 彦θ日

4検査場所
|

使用前検査言己録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   .検 査結果‐覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-30

′



検査申講書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成30年 |む 月20日 )

関原発第 46号 (平成30年  4月 20日 )

B尋原発第202号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第2野 9号 (平成,0毎 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第 582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年  4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第 478号 (2020年  1月 23a)

関原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

感績書管理番号 :2-80

検査申講一覧表

上記以降の変更を検査中請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果工覧表

成績書管理番号 :2-30

C″

特記事項

τ」し

検査立会責任者 尋

,ア7 任技術者

ぐ特アィ7/が/新″距監́

原子力施議機査官 纂辟

彪 ふ 杉

検査結果

‘ヽ衰

検査年月日

令和 2年

ノ之 月2a日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
1        共通事項

成績書管理番号 12-30

検査年
.月

日 :彿 2年 ノ2 月 ,S日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検 査 をす る工事 の正

程、理 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。′

記録確認
○

・ 一

工事計画の認可番号の

記載 が適 切で ある こ

と。

記録確認 ①・■

/



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 80

検査年月日:/》酔3年 ノ2月 23日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・
二

必要な図画等が準備されていること。 図画等確認 ⑧・T

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・⑤

系統構成が完了していること。
立会/

範 Ql一

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 12-30

2年 ノ2月 2心 日検査年月日 :埒彩騨

検 査
'易

所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管

別添 1及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

e通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

段
目視

⑩

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 通合性確認的鬼査成績書の識別番号 :T卜 3-0014、 TI-3-0015

ど



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあらては次の事項
9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

常

変 更 後

材   料

変更な し

SB410

(と5,6

SS41

(と 5,6

SS400

(注e

SB410

厚   さ

(htい )

(注 3)

12

(と 3,S,6)

12

(注3,5,6)

12

12

(注3,6)

外  径

(mm)

(と 3)

914.4

(注 3,S,6)

914,4

(注 3,S,6)

914.4

(温 3,6)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注4)

40

最高使用

圧  カ

(Pa)

くと4)

017

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

て,1=63)

SS400

SS41

(rに 63)

SS400

厚   さ

(mEl)

(ユ i13)

10

(連 R〕

12

(れ 3)

12

外  径

(Illln)

(イ113)

609_6

(注 a)

914.4

(注 3)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

旺  カ

(MPa)

(注 2)

0.7

名 称

(注 62

海水ポンプ

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

及び

中間建屋入 日

(B系 )

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

浬
郭

岸

含
＼
牌じ



彎

変 更 後

材  料

変更な し

SB410

(洒L5,6)

SS41

(滋 S,6)

SS400

(注 6】

S8410

厚   さ

(lm)

(注倒

12

(43,5,6)

12

(注3,5,6)

12

(注 3,3)

12

外  径

(mm)

(注 3)

914.4

(澁 3,S,6)

914.4

(注 3.S,C〕

914.4

(社 3.6〕

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(と4)

40

最高使用

圧  カ

(Pa)

(注 4)

0.7

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(,1:63)

SS400

SS41

(注 63)

SS400

厚   さ

(IIHl)

(ユト3)

10

(連a)

12

(注 3)

12

外  径

(口 lttl)

(,13〕

609.6

(注 3)

914.4

(注 3)

914.4

最高使用

l且  度

(℃ )

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0.7

名 称

〔と62)

海水ポンプ

Aa、  Ab

海水 ス トレーナ

及び

中間建屋八 日

(B系 )

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遥
郭

μ　
奮
＼
“
）



変 更 後

材  料

変更なし

SM400B

SB480

SB480

(注 亀 6)

SS41

厚   さ

(lnin)

(と0

12

(注→

15

(注S

25

(注3,5,0

12

外  径

(llⅢl)

(注 3)

914.4

(注 3)

914.4

(注 3)

914.4

(注 3,5,6)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なt

(とな)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

更なし

1,2

(注 4〕

と,2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更
｀

前

材  料

SS41

くとを63)

SS400

厚   さ

(mu11)

(ユI:3,

12

(と→

12

外  径

(H盟巴)

(,13)

914.4

(注 3)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

睡  カ

(MPa)

(と 2)

0,7

名 称

(と 62〕

Aa、  Ab

海水 ス トレエナ

中間建屋入 口

(A系 )

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

嗚

(久ページに続 く)

運
琳

岸

６
＼
お
）



変:更 後

材  料

SM400B

厚   さ

(mla)

くと3)

12

/

/

12

外  径

(Hll11)

(■ 3)

914.4

/

/
914.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

t注 1)

1.2

名 称

変更な し

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

変 更 前

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

除 径

|「
(口)さ

材  料

(堕)

名 称

tttG2)

Aa、 Ab

海水ス トレィナ

中間建屋八 日

(A系 )

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

＼
も

翌
郭

Ｐ

（卜
＼
岳
）



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 23年 6月 10日  認可)

＼
＼

(次 ヘ

材  料

SM400B

SS41

(注 5)

(注S,6)

SS41

(注岳)

SS41

(注 3)

12.0

くれ3,3)

12.0

(注 3,5,6)

12.7

(注 3,3)

12,7

/
12.7

(IIttll)

厚   さ

(注

“

〕

609.6

(mm)

外  径

変更なし

変更なし

(れ 3.5〕

762.0

(注8.5,6)

762.0

(注3,S,

762.0

/
609,6

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

400。 7

(注 4)

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

変 更 後

称名

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

SS41

SS41

(注 6〉

外  径 1厚  さ

(Ilull).(Ⅱ u■ )

(注 3)

12,0

(注3,6)

12,7

(注 3,6)

609.6

最高使用

温  度

(℃ )

40O.7

(注 2)

最高使用

圧  カ

(Pa)

海水供給母管

分岐点

二次系

冷却水クーラ

A、 B、 C

(澁 6団

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

聖
郭

畔

（９
＼
“
）



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

ヽ
Ⅳ

変 更 後

材  料

変更なし

SM400B

変更なし

変更なし

厚   さ

(mm)

くれ3)

12.0

外  径

(ェと吼)

(れよ〕

609.6

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

験高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

(注 4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

(連 6)

SS41

SS41

(注6)

SS41

外  径 1厚  さ

(m口) (IBIn)

(注 3)

609.6

く注3)

12,0

(注 3,6)| (注3,6)

12.7609,6

( 注 3) (注 3)

609,6 .  12.0

(注 3〉
i

609.6

(注3,6)

12,7

最高使用

温  度

(℃ )

40

40

最高使用

匠  カ

(MPa)

(と2)

0.7

(注 2〉

0.7

名 称

(注 ec)

海水供給母管

分岐点

1次系

冷却水クーラ

A、 B、 C

(注 67)

1次系

冷却水 クー ラ

A、 8、 C

海水戻り母管

分岐点

A、 B( C

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

浬
郭

ド

（⇔
＼
高
）



(mm)

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

く速?8〕

SS400

SM400B

く注6,78〕

SS400

(滋78,80)

SS400

(注316, (注 B,6,

12.7

く注8=

762,0 SS400

(注 3, 1注 3,

12.7

/
12.7

|762.0

/

609,6

SS400

外  径膊  さ

|(m)(m證 )

6だ刊
(注8,78)

と2.0

60j.t3)|

(選3)

と2.0

ど|そ:そ||

〔海3.6,78〕

12,7

猛∵
|

(注名78,30〕

と2.0

最高使用

温  度

(℃ )

0.7 40

(注?9,30)

40

(連 4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(連 ?9,80〕

0.7

(注4)

0.7

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

海水供給母管

分岐点

1次系

冷却水クーラ

A、 B、 C

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

＼
傷

(次 ベージに続 く)

選
郭

μ

令
＼
お
）



工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24臓  にて軽微変更届出)

＼
だ

変 更 後

材  料

SS400

SM400B

(注6`

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

SS400
変更なし

SS400

(溢 8.

SS400

外  笹

(風El)

厚  さ

(mほ)

最高使用

歴  カ

(MPa)

最高使用

学ょ盈  度

(℃ )

名 称

変 更 前

材  料厚   さ

(隠田)

(滋 3,781

12.0

(注3)

と2.0

(津a,6,7a'

12,7

609.11と
|

く連8,73)

12.0

蜘謝 (渡3,6,78)

と2.7609,6

外  径

(醸m)

(歯3,78)

609.6

(と 3〕

609.6

(海8,6,781

609.6

最高使用

二  度

(℃ )

40

40

40

名 称
|こ

高使用

カ

|

(MPa)

0.7

(注 4)

1.2

(淳 1)

1.2

0.7

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系

冷却水ク∵ラ

A、 B、 C

海水戻 り母管

分岐点

A、 B、 C

選
郭
“
　
６
＼
菖
）



変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(lm)

(注 4)

9,3

/

/
9.3

外   径

(mm)

(注 3)

267.4

/

/
267.4

最高使用1最高使用

旺  力i温  度

(MPa) | (℃ )

くれ4) (注 4)

401.2

称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

Aa、  Ab

i海水ス トレーナ

海 水供給接続 口

Aa、 Ab

海水ス トレーナ

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径

(Ilttll)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

＼
争

ぐ注1)記載の道近化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。

(注 7)記載の道五化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載

(注8)記載つ:)適正化を行 う。既工事計画書には「ベンダA、 B:テ ィ (26× 20× 16)｀ レジ骨―サ (20× 14)」 と評載

(注 9)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダC:テ ィ (16X16× 16)～ レジューサ (16X12)」 と記載

(注 とと)当 該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 うも

(注12)記載の道正化を行う。既
~l‐

事計画書には「レジューサ (16X12)～ティ (20× 20X16)」 と記載
渡
募

解

６
＼
解じ



＼
感

(注と3)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注20)

(注21)

(注22)

(注23)

(注 24)

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:内部スプレクーラ～レジューサ (20X14)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～ティ (20X20X16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入日連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20X20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 DJと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)｀ティ (20× 20× 16)」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出歯連絡管」と記載

記載の適正化を行 う1既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20X16)」 と笥諫故                                                       '

記載の適I化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ入口連絡管」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「ティ (20/20X16)～ 1次系冷却水クエラA、 C」 と記載

記載の適正化を行 うど既工事計画書には「レジューサ (20× 16)～ 二次系冷却水クーラB」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ (M-2)A、 B」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には r余熱除去クーラ (RH五2)A、 B～戻母管合流点」と記載

記載の進正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点｀冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 Cへの分岐点1と 記載

記載の適正化を行 うG既工事計画書には「戻管合流点｀レジューサ (8× 6)」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「戻管合流点～弁 (1-FC卜 1241)」 と記載

記載の適置化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ入日分岐点～弁 (1■ 5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (卜 5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～燃料ピツトクーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「l次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の適I化を行 うざ既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系冷却水戻母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入 翌
郭
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(注35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(注 42)

(注 43)

(注44)

(注 45)

(注 46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

ロレジューサ (3× 2)」 と記栽

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～ 1次系機器冷却本戻り母管合流点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷去,水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水母管合流点」と記載        ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ

(2Xl 1/2)」 と言己載                                              イ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記栽

愛五事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。班工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ」と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ～レジューサ (1× V2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～ レジューサ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」

と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3× 2)」 及び「レジ■―サ (3X2)～余熱除

去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン合流点」と記載

記裁の道正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷去‖ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点|と 記載

記載の適玉化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入自分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」と記載

五ルボにつヤヽては管と同等以上の厚さのものを選定する。     
｀

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ～充てん/高圧注入ポンプ出日分岐点」と記載

記載の適正Tヒ を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流

点」と記裁

記裁の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～計器用コンプレッサパッケージ」と記載 謎
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(注 53)

(注 54)

(注55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

(注 62)

(注 63)

(注 64)

(とと6も )

(注66)

(注 67)

(注 68)

(浅69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注74)

(注75)

(注76)

(注 77)

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用コンプレッサパッケージ～1次系機器冷却水戻 り母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。凱工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～ィジューザ (12X6)お よび・(12X8)」 と記載

記載の適工化を行 う。既工事計画書には「レジュエサ (12X6)～ レジューサ (6X4)」 と記載

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (4× 2)」 と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器循環空調装置～レジューサ (4× 2)お よび合流点」と記栽

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュエサ (4× 2)～ レジューサ (6X4)えび合流点どと記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (12× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X6)お よび (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプ～中関建屋入口」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SS41」 と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「中間建屋入口～レジューサ (36X30)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジュエサ (36X30)～ ティ (36× 36X30)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1珠系冷却水クーラ～海水戻母管分岐点」と記載         ―

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「ティ (36X36X24)～ 中間建屋出口 (埋設部を除く)」 と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には「海水母管分岐点～レジューサ (10× 8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (10× 8)～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ディーゼル発電機～レジューサ (12X8)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16X12)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16× 12)～海水戻母管合流点」と記載

STPTe8同等材 (STPT370)への取替 え を行 う。

STPG42同等材 (STPG410)へ の取替 えを行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「STPG42」 と記栽 ・

本設備は記載の道正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。
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(注 54)

(注55)

(注56)

(注 57)

(注58)

(注59)

(注60)

(注61)

(洩62)

(注63)

(注70)

(注71)

(注 72)

(注 73)

(注74)

(注75)

(注76)

(注 77)

(注78)

(注79)

(注80)

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

記裁の適正化を征 う。既上事計画書には「二次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 6)お よび (12X8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 6)～ レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の適正イヒを行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 うり既工事計画書には「格納容器循乗空調装置～レジュ‐サ (4× 2)および合流点Jと 記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 2)および分岐点～格納容器循環空調装置Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (12× 6)Jと 記載

記載の邁正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 6)お よび (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプ～中間建屋八日」と記載

記載の道正化を行 う。既正事計画書には「SS41Jと 記載

記栽の適正化を行う。既工事計画書には「レジ■―サ (10× 8)～ディーゼル発電機」と記栽

記裁の道正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12X8)」 と記載

記載の適正化を行う。既五事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16X12)」 と記載

記載め適正化を行 う。既五事計画書には「レジュィサ (16X12)～海水戻母管合流点Jと 記載

STPT38同 等材 (STPT370)への取替 えを行 う。

STPG42同 等材 (STPC410)への取替 えを行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「STPG421と 記載

本設備は記載の適五化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

SS41同等材 (SS400)へ の取替えを行 う。

注記について記載の道正化を行 う8平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606104号 にて認可された既工事計画書に記載の「重大事故

等時における使用時の値」を削除

記載の道正化を行 う。平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606104号にて認可された既工事計画書には変更後に記載  ‐
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